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本書は，ERIA=TCERアジア経済統合叢書の
シリーズ２冊目として出版が待たれていたもので
ある。ASEANがアジアの地域統合を進める中で，
日系製造業が多く立地する一大産業集積地と
なったタイと，隣接・周辺国であり後発 ASEAN
加盟国であるCLMV（カンボジア，ラオス，ミャ
ンマー，ベトナム）との間で，企業の生産ネット
ワークがどのように拡大するかが注目されてき
た。フラグメンテーション（工程間分業）の進行
や ASEAN 連結性強化の面から越境交通・運輸
が改善されることで，企業にとって分散的な立地
投資をおこなうハードルは年々低くなってきてい
ると考えられている。本書は，いわゆる「タイ・

プラス・ワン」について，制度・政策面からの多
岐にわたる分析と共に，メコン地域の最新の状
況について広範囲な調査と詳細なデータに基づ
いて示した貴重な研究である。

本書は，第Ⅰ部「プロローグ」，第Ⅱ部「タイ・
プラス・ワン企業の現状」，第Ⅲ部「タイ・プラス・
ワン企業戦略の関連政策」の３部構成となってい
る。第Ⅰ部第２章「タイとCLMV 諸国の投資環
境」（石田正美）では，GMS（大メコン圏）プロ
グラムによって推進された経済回廊など道路イン
フラのハードと越境円滑化などソフト面の整備状
況，タイとCLMVにおける税制優遇・輸入関税
減免措置など投資インセンティブの比較，経済
特区（SEZ）に関する制度，平均賃金の動向や
人口動態を論じた上で，メコン地域主要都市の
工業団地，インフラの状況を詳細なオリジナルの
地図としている。第Ⅱ部第４章「在タイ日系企業
のプラス・ワン投資戦略」（伊藤博敏）では，タ
イに進出している日系企業が周辺国に拠点を設
立しているプラス・ワンの現状，およびその目的，
理由などをジェトロによるアンケートを元に明ら
かにし，タイ側からのプッシュ要因とCLMV 側
からのプル要因を整理している。その上で，プラ
ス・ワン拠点への出資パターンや租税条約の締
結状況と税率，タイ政府の進める地域統括拠点
スキーム，さらには課題として CLMVにおける
輸送コスト，通関，FTA 利用の際の原産地証明
の問題をあげて，ASEANシングルウィンドウや
GMS 越境交通協定，原産地証明の運用改善の提
言をおこなうなど幅広いテーマを論じている。

本書は，「タイ・プラス・ワン」の多面的な
分析に取り組んだ最初とも言える研究成果であ
る。一方「タイ・プラス・ワン」は本書にもある
ように，足下では一服状態であり，これはタイ経
済の減速，日系企業のプレゼンス低下と新興国
企業の躍進，CLM の各種インフラの未整備と労
働力の不足および賃金の急上昇，などが背景に
あると思われる。しかし，今後 ASEAN 統合が
進み AECを深化させるにあたって，「タイ・プ
ラス・ワン」は一つのモデル・ケースであり，こ
れを実証的分析により前進させた本書の貢献は
大きい。
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